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第 2 問 次の文章を読み、以下の問 1 と問 2 に答えなさい。 
 
社会心理学が専門の山岸俊男は、信頼と安心はまったく別のものだと論じています。どちらも似た言葉のように思

えますが、ある一点において、ふたつはまったく逆のベクトルを向いているのです。 
その一点とは「不確実性」に開かれているか、閉じているか。山岸は『安心社会から信頼社会へ』のなかで、その

違いをこんなふうに語っています。 
信頼は、社会的不確実性が存在しているにもかかわらず、相手の（自分に対する感情までも含めた意味での）

人間性のゆえに、相手が自分に対してひどい行動はとらないだろうと考えることです。これに対して安心は、

そもそもそのような社会的不確実性が存在していないと感じることを意味します。 
安心は、相手が想定外の行動をとる可能性を意識していない状態です。要するに、相手の行動が自分のコントロー

ル下に置かれていると感じている。 
それに対して、信頼とは、相手が想定外の行動をとるかもしれないこと、それによって自分が不利益を被るかもし

れないことを前提としています。つまり「社会的不確実性」が存在する。にもかかわらず、それでもなお、相手はひ

どい行動をとらないだろうと信じること。これが信頼です。 
つまり信頼するとき、人は相手の自律性を尊重し、支配するのではなくゆだねているのです。これがないと、つい

つい自分の価値観を押しつけてしまい、結果的に相手のためにならない、というすれ違いが起こる。相手の力を信じ

ることは、利他にとって絶対的に必要なことです。（中略） 
利他的な行動には、本質的に、「これをしてあげたら相手にとって利になるだろう」という、「私の思い」が含ま

れています。 

重要なのは、それが「私
‵

の
‵

思い」でしかないことです。 
思いは思い込みです。そう願うことは自由ですが、相手が実際に同じように思っているかどうかは分からない。

「これをしてあげたら相手にとって利になるだろう」が「これをしてあげるんだから相手は喜ぶはずだ」に変わり、

さらには「相手は喜ぶべきだ」になるとき、利他の心は、容易に相手を支配することにつながってしまいます。 
つまり、利他の大原則は、「自分の行為の結果はコントロールできない」ということなのではないかと思います。

やってみて、相手が実際にどう思うかは分からない。分からないけど、それでもやってみる。この不確実性を意識し

ていない利他は、押しつけであり、ひどい場合には暴力になります。 
「自分の行為の結果はコントロールできない」とは、別の言い方をすれば、「見返りは期待できない」ということ

です。「自分がこれをしてあげるんだから相手は喜ぶはずだ」という押しつけが始まるとき、人は利他を自己犠牲と

とらえており、その見返りを相手に求めていることになります。（中略） 
どうしても私たちは「予測できる」という前提で相手と関わってしまいがちです。「思い」が「支配」になりやす

いのです。利他的な行動をとるときには、とくにそのことに気をつける必要があります。 
そのためにできることは、相手の言葉や反応に対して、真摯に耳を傾け、「聞く」こと以外にないでしょう。知っ

たつもりにならないこと。自分との違いを意識すること。利他とは、私たちが思うよりも、もっとずっと受け身なこ

となのかもしれません。 
さきほど、信頼は、相手が想定外の行動をとるかもしれないという前提に立っている、と指摘しました。「聞く」

とは、この想定できていなかった相手の行動が秘めている、積極的な可能性を引き出すことでもあります。「思って

いたのと違った」ではなく「そんなやり方もあるのか」と、むしろこちらの 評価軸がずれるような経験 。 
他者の潜在的な可能性に耳を傾けることである、という意味で、利他の本質は他者をケアすることなのではない

か、と私は考えています。 
ただし、この場合のケアとは、必ずしも「介助」や「介護」のような特殊な行為である必要はありません。むし

ろ、「こちらには見えていない部分がこの人にはあるんだ」という距離と敬意を持って他者を気づかうこと、という

意味でのケアです。耳を傾け、そして拾うことです。 
ケアが他者への気づかいであるかぎり、そこは必ず、意外性があります。自分の計画どおりに進む利他は押しつけ

に傾きがちですが、ケアとしての利他は、大小さまざまなよき計画外の出来事へと開かれている。この意味で、よき

利他には、必ずこの「他者の発見」があります。 
さらに考えを進めてみるならば、よき利他には必ず「自分が変わること」が含まれている、ということになるでし

ょう。相手と関わる前と関わった後で自分がまったく変わっていなければ、その利他は一方的である可能性が高い。

「他者の発見」は「自分の変化」の裏返しにほかなりません。 
（伊藤亜紗（編）『「利他」とは何か』集英社、2021 より作成） 

 
問 1 筆者はよくない利他をどのようにとらえていますか。その理由がわかるように 150 字以上 200 字以内で述

べなさい。 
 
問 2 本文における筆者の意図を理解したうえで、あなたの「評価軸がずれるような経験」（下線部）を 400 字

以上 600 字以内で述べなさい。 


